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概要： 学校給食がない日には、子どもはカルシウム摂取基準を満たしていないことが問題となってい

る。2023 年度の研究において、「給食や普段の生活」「牛乳を飲むこと」「牛乳と成分や骨との関係」か

ら、それらの関係を子供が捉えることが牛乳を日常的に飲むことにつながると考え研究してきた。 

その結果以下の➀と②の関係を捉えることが必要であると言えた。 

①子供が、牛乳を給食や骨の丈夫さとの関係で捉える。 

②子供が、牛乳を飲むことやその量を給食や普段の生活との関係で捉える。 

 ①と②の関係を子供が捉えていくようなワークシートで子供たちに取り組ませた結果、ワークシート

の取り組みの前に比べると、牛乳を飲むことを普段の生活や学校給食との関係に目を向けたり、牛乳を

飲むことと牛乳の成分との関係を捉える姿が見えたりしてきている。ワークシートを活用する学年を変

えたり継続的な取り組みを行ったりする中での態度の変容も見出せないかということで本年度の研究と

した。 

 研究目的：学級給食だけでなく、2023 年度に開発したワークシートを活用した取り組みを行うことで

上記①と②の関係を子どもが捉え、日常生活の中で牛乳を飲む習慣化が図れるのかを明らかにする。 

 その結果、子供へのワークシートの取り組みだけでなく、保護者や教職員への啓発の場面をつくるこ

とにより子供のそれらの関係の捉えの変化が見られてきているといった結果が得られた。 

キーワード：休みの日に牛乳を飲む習慣、カルシウム摂取の必要性、 
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カルシウム摂取基準に基づく牛乳飲用促進の指導法の開発のための 

基礎的研究 

－牛乳摂取量促進を家庭に促すための取り組みを通して－ 

 

第１章 研究の背景と目的の導出 
 

第１節 研究の背景 

 学校給食では、ほぼ毎日牛乳が提供されている。このことは、児童・生徒にとっては、

牛乳に多く含まれているカルシウムをはじめとする栄養素が必要であり、それらの栄養素

が摂取しにくいことが関係している。これまでも、毎回の学校給食の献立には、牛乳が欠

かさず入っていることの意義をカルシム摂取の必要性から指導を行う教材や指導法が数多

く開発されている（例えば、J-ミルク開発の教材や栄養教諭や学校栄養職員が読んでいる

各種の学校給食に関する雑誌においいても数多く掲載されている）。これらの取り組みに

より、子供が牛乳を飲むことの大切さを理解していることは想定されるが、前述のように

学校給食で出される牛乳だけではカルシムの摂取量を満たさないことやそれを満たすよう

な指導のあり方を論じた研究は管見の限り見出すことができなかった。 

そこで、2023 年度乳の学術研究の指定研究を受けて「カルシウム摂取基準による牛乳飲

量促進のための指導法の開発に関する基礎的研究」として、「子供が牛乳と学校給食や生活、

牛乳の成分などとの関係」の意識を調査できる設問項目の開発と開発した項目を用いた調

査結果に基づいて子供がそれらの関係を意識できるワークシートを開発した。開発したワ

ークシートを取り入れた指導を小学校第５学年生を対象に行った結果、取り組みを行った

直後の子供は、子供が牛乳と学校給食や生活、牛乳の成分などとの関係を意識する傾向が

見られた。成果が見られたような意識の変化がある意程度長期にわたって変化として見ら

れ、態度の変容にまで見られるようになるのかを見取る必要がある。 

そこで、学びの習慣化に関しては、目標を明示した上で、連続して行うワークシートの

活用によって、習慣化させることができることが想定される。そこで、本研究においては、

以下のような目的で研究を行うことにした。 

 

第２節 研究の目的と内容 

 

1 研究の目的 

2023 年度に開発した牛乳摂取量と共にカルシウム摂取量とその摂取量が一日のカルシ
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ウム摂取基準を満たしているのかが自覚できるワークシートを子供が用いたり、保護者や

教員を対象とした牛乳摂取量促進のための研修を取り入れたりすることによって、2023 年

度に開発した調査項目を用いて、「子供が牛乳と学校給食や生活、牛乳の成分などとの関係」

の捉えが変容するのかを明らかにする。 

 

2 研究の実施内容 

(1) 2023 年度に開発した、「子供が牛乳と学校給食や生活、牛乳の成分などとの関係を意

識しているのか」を見取る調査項目の第４学年児童を対象として実施した際の再検討を行

う。 

(2) 2023 年度に開発したカルシウム摂取基準を満たす牛乳や食品摂取ワークシートを用

いた取り組みを第 4 学年（１校 5 学級 160 名）対象に実施する。また、子供がワークシー

トによる取り組みを行うだけでなく、保護者や教員を対象とした牛乳摂取量促進のための

研修の場を設定した。このことによって、子供が継続的に「牛乳と学校給食や生活、牛乳

の成分などとの関係」を意識するようにした。 

(3) (2)の取り組みの効果を見取るために以下の手続きを行った。 

ア (1)で吟味した調査項目を用いて、指導を行う事前の対象の指導を行う子供の意識の

調査を実施した。 

イ 子供がワークシートを使ったり、保護者や教師対象の研修の場を設けたりしてから

3 か月以上経過した年度末に、事前と同じ調査を実施した。 

ウ アとイで得られた調査結果を比較して、行った指導の効果を検証した。 
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第２章 研究の方法 
 

第１節 実施時期と実施学校 

 2023 年度は、調査項目開発とワークシート開発を行ってからの取り組みであったこと

から、牛乳の飲用消費が減少する時期である冬季に行った。そこで、2024 年度はワークシ

ートの取り組みは牛乳飲料が他の季節に比べて高い夏季を取り上げた。ただし、夏季休業

は冬季休業に比べて長いことにより、子供が取り組みに飽きをきたす危惧があることから、

ワークシートの記録は夏季休業の前半のみとした。 

また、保護者や教員への牛乳飲料の必要性を伝える機会を２学期に取り、子供への意識

の啓発を保護者や教員から促すことを期待した。 

以上の取り組みを踏まえて、2023 年度に開発した調査項目を 1 学期末にワークシート

の取り組みに入る前と、年度末の 3 月に実施した。 

 実施対象校は、東京都内公立小学校１校とした。対象校として選定した学校は、経験豊

富な栄養教諭が配置されており、本研究の趣旨や内容を理解した上で管理職からの協力が

得られたからである。 

 また、Ｉ県内の公立の小中一貫の義務教育学校においても同様な取り組みを 2023 年度

に合わせた冬季休業中に行った。また、調査は 1 学期末、２学期末、3 学期末にそれぞれ

行った。対象の子供は小学校第 4 学年と中学校 2 年生とした。なお、調査項目を用いての

調査は小学校第 4 学年から中学校第 3 学年を対象に行った。 

ただし、本報告書では、都内公立小学校で行った結果のみを用いて報告を行い、Ｉ県内

公立小中一貫校での調査結果等は巻末の資料（資料 4）としてその一部を掲載する。 

 

第２節 設問項目の再検討 

2023 年度に、子供が牛乳を学校給食や日常生活で飲んでいることと、牛乳の成分などと

を関係づけて食生活を行っているのかを明らかにする必要があることから、6 つの調査項

目を開発した。 

また、今年度の対象は昨年度と異なる学年であることから、6 つの調査項目に加えて、

2023 年度の調査項目開発時に天井効果や床効果並びに正規分布にならなかった項目を外

した３項目を再度加えて調査を行った。さらに、今年度は家庭での環境との関係もみたい

ことから「自宅の冷蔵庫を開けるといつも牛乳が入っている。」の項目を加えた 10 項目で

予備調査を行った。 

次に、抽出した 10 の設問項目を反応する子供が目的に従った関係で反応するのかを確
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認することを以下の手続きで行った。子供に Google Forms を利用し、10 の設問項目に対

して「1 とてもそう思う」「2 そう思う」「3 どちらとも言えない」「4 あまりそう思わない」

「5 まったくそう思わない」の五件法で回答を求めた。その上で、各設問項目間の相関関

係を見るために以下の手続きを行った。はじめに、標準偏差と平均値の値から反応の天井

効果や床効果が見られる項目、正規分布になっている項目の検討を行った。その後、上記

の検討で残った項目のみの相関行列並ぶに主成分分析にかけて相関の高い設問項目を見出

すとともに、主成分が想定した設問項目間の関係として子供が反応した設問となっている

のかの検討を行った。この主成分分析の結果を踏まえて信頼性の検討を行った。なお、信

頼性の検証として、クロンバックのα係数を成分項目毎並びに全項目でそれぞれ算出し、

α係数がすべての項目で 0.5 以上あれば信頼性が保証されると想定して検証を行った。な

お、設問項目の中の反転項目に関しては逆転値として扱った。 

上記の統計的な処理に関しては統計ソフトである IBM 社製 SPSS statistics Ver.28

を使用した。 

 

第３節 ワークシート再吟味と指導や研修内容 

１ ワークシートの見直し 

 ワークシートの見直しは、目的を達成できるように、共同研究者の３名の栄養教諭と協

議を重ねながら作成を行った。結果的には大幅な修正を行うことなく小学校中学年も中学

生も 2023 年度に開発したワークシートをそのまま使うことにした。 

  

２ 指導の方法 

(1) 事前指導 

事前に関しては、以下の要件が含まれる内容を事前指導として行うことを確認して、ワ

ークシート同様に子供の実態が把握している研究協力者の栄養教諭が作成した。 

①カルシウムの必要性を理解する。 

②学校給食で出される牛乳はカルシウムの供給を大きく助けている。ところが、１日の

カルシウム摂取量からすると、学校給食で出される牛乳だけでは不十分であること

を知る。 

③牛乳以外にカルシウムが他の食材に比べて比較的多いい食材について知る。 

 ワークシートの実施は、家庭での調査、特に学校給食が実施されない夏季休業期間とし

た。そのため、長期休業期間に入る数日前からワークシートの記入をはじめて、書き方で

質問などが子供から出た場合に対応できるようにした。 
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(2) 子供によるワークシートの実施 

 夏季休業に入る前に、ワークシートの書き方を含めた事前指導を行い、子供がワークシ

ート休業に入る前に記載を家庭で行い、書き方などがわからない際には教員に聞きながら

ワークシートを書くことができるようにした。その後そのまま夏季休業に入って各家庭で

子供がワークシートを記録し続けることができるようにした。 

（3) 保護者や教員を対象とした研修 

 学校行事に毎年実施されている保護者や教員を対象とした学校保健員会の場を活用して

研修の場を設定した。 

具体的には、学校保健委員会の場を使って、牛乳の栄養成分や学童期の牛乳をはじめと

するカルシウム摂取の大切さを知る研修の場を設定した。また、給食の献立を知らせる給

食だよりを用いて、保護者向けにカルシウム摂取の大切さやカルシウム摂取のためにはど

のような食材を取るとよいのかを伝えるようにした。 

 

第４節 ワークシート作成を伴う指導法の効果検証の方法 

 ワークシーㇳを使った活動を子供が行ったり、保護者や教員を対象とした研修会やお便

りを活用してのお知らせによる啓発を行ったりすることの効果検証を開発した設問項目の

結果をもとに行った。 

 具体的には、事前（2024 年 7 月の事前学習実施前）と 2 学期のもろもろの取り組みを

終えてから 3 か月以上経過した 2025 年 3 月に同じ設問項目の調査を実施した。7 月と翌

年の 3 月の設問項目毎の平均値の差並びに調査項目の成分分析の以下の 2 つの成分ごとの

尺度の合計値の平均値の差の違いを検討した。なお、尺度とは等間隔と仮定して処理を進

めた。 

 想定した成分は以下の 2 つである 

  成分１ 1 日にのむ牛乳の量と学校の給食で出される牛乳の量との関係 

  成分２ 給食や生活と牛乳を飲む量や牛乳の成分と骨との関係 

 

なお、上記の統計的処理に関しては統計ソフトである IBM 社製 SPSS statistics 

Ver.28 を使用した。 
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第３章 結果と考察 
 

第 1 節 設問項目の再検討（2023 年度に開発した設問項目の見直し） 

 研究方法で論じた手順に従って、設問項目の抽出を再度行った。その結果が表１である。 

 

 
  

表１から、10 個の設問項目が抽出された。それぞれの関係毎に書き出すと以下の項目数

になる。「牛乳を飲む量と給食」が 2 項目、「カルシウム摂取と食べ物」が 2 項目、「牛乳を

飲むことと給食や普段の生活」が 2 項目、「牛乳を飲むことと骨」が 2 項目であった。それ

らに加えて 2024 年度は日常生活の中で牛乳がいつでも飲める環境があることが関係する

と考え、これに該当する項目を 1 つ加えた。 

 次に、方法で論じた手続きに従って、抽出した設問項目間の関係を子供の反応から分析

していった結果、６つの設問項目となった。 

 なお、６つの設問項目に抽出していった手続きの結果は資料として資料２に掲載する。 

 

第２節 指導方法 

第１節で得られた結果を踏まえて、「➀子供は、１日の飲む牛乳の量と学校の給食で飲む

NO. 設問項目
2023年度の項目を抽

出した際の関係

2023年
度主成
分分析
結果

2023年度の解釈
2024年度新たな解釈

4 今のむ牛乳は、大人になってから、骨を丈夫にすることに役
立っている。

牛乳と骨の丈夫さ

5 牛乳を飲むと給食が食べやすくなる。
給食の食べやすさと牛
乳

7
１日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1人1本）では不十分
である。 牛乳の飲む量と給食

6
1日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1人1本）で十分であ
る。 牛乳の飲む量と給食

8 牛乳以外でも、カルシウムがとれる食べ物を知っている。
カルシウム摂取と食べ
物

2 牛乳は学校の給食以外でも飲んでいる。
牛乳を飲むことと普段
の生活

1 学校の給食で出される牛乳は残さずにのんでいる。
牛乳を飲むことと給食
や普段の生活

3 牛乳をのむと骨（ほね）を強くするのに役立つ。 牛乳を飲むことと骨

9
牛乳をはじめとするカルシウムをとれるものを食べるように心がけ
ている。

カルシウム摂取と食べ
物

2024年度新
たに加えた
項目

10 自宅の冷蔵庫を開けるといつも牛乳が入っている
日常生活の中で牛乳がい
つでも飲む環境がある

2023年度の
検討で外し
た項目

成分１
子供は、牛乳を給食や
骨の丈夫さとの関係で

とらえている。

成分２
子供は、牛乳を飲むこ
とやその量を給食や普
段の生活との関係でと

らえている。

2023年度開
発した設問

項目

表 1 想定している関係に基づいて抽出した設問項目 
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牛乳の量の関係で捉えている。」また、「②子供は、給食や生活で牛乳を飲むことと牛乳の

成分や骨との関係で捉えている。」の関係を捉えることができるという側目から考えると、

2023 年度に開発したワークシートを流用できると考え、活用することにした。 

１ 事前指導プログラム 

 事前指導プログラムは、第 1 節で得られた子どもが捉えている 2 つ関係を基に以下の 3

つの点を盛り込んだ内容を行うことにした。 

給食の準備が終わり、「いただきます」のあいさつ前の５分間、パワーポイントデータ

を用いて作成した動画を流し、児童が視聴する形式をとった。この取り組みをワークシー

トによる活動に入る前の 4 日間連続的に毎日、給食時間に行った。 

 「①1 日にのむ牛乳の量と学校の給食で出される牛乳の量との関係」に関しては、以下

の事前指導内容を盛り込むことにした。牛乳を飲むことと牛乳の成分との関係を踏まえ

て、牛乳を飲むことと骨の丈夫さの関係を考えることができるように以下の事前指導内容

を含めるようにした。 

ア 学校給食で出される牛乳はカルシウムの供給を大きく助けている。ところが、１日

のカルシウム摂取量からすると、学校給食で出される牛乳だけでは不十分であるこ

とを知る。 

「②給食や生活と牛乳を飲む量や牛乳の成分と骨との関係」に関しては以下の２つの事

前指導内容を盛り込むことにした。牛乳やカルシウムを多く含む食材を知って学校給食や

普段の生活でそれらの食材を取る必要性を考えることができるための予備知識として以

下の事前指導内容を含めるようにした。 

イ カルシウムの必要性を理解する。 

ウ 牛乳以外にカルシウムが他の食材に比べて比較的多いい食材について知る。 

２ ワークシート 

(1) ワークシートの内容と子供による記録 

前述したように 2023 年度に開発したワークシートを活用した。図１にはワークシート

に掲載している身近な食べ物のカルシウム量があげられている（図１の拡大したものを資

料３②あげている）。また、図２には実際に、事前指導を踏まえて、子供が夏季休業中に

記録を行った一人の結果を示す。 

図２を見ると、ワークシートの図１を参考にして記録を行っていることが想定でき

る。 
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図１ ワークシートに掲載した身近

な食べ物のカルシウム量（巻末資料

３にも掲載） 

図
２ 

第
４
学
年
の
子
供
が
事
前
指
導
を
踏
ま
え
て
夏
季
休
業
中
に
記
録
を
行
っ
た
例 
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３ 保護者や教員に行った研修や配布資料による啓発活動 

 方法でも論じたように、保護者や教員を対象に牛乳の摂取の必要性や牛乳をはじめとす

るカルシウムの必要性を伝える研修会を開催したり、資料を全家庭に配布したりした。 

 図３は、給食だよりを通して、全学年の保護者に栄養教諭が配布した資料である。 

 

 

 

 

 

 以上のような取り組みを１学期末から、２学期を中心に行っていった。 

 

 

 

 

 

図３ 給食だよりに掲載したカルシウムの大切さ等を伝える資料 
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第３節 指導の効果検証 

 これまでに論じてきた指導法の効果検証は、方法でも論じたように２つの成分を構成す

る尺度の合計値の事前と４か月後の平均値の差で検討した。いずれも本調査項目に関して

は、尺度値が小さいほど肯定的な反応をしていることを表している。 

 成分ごとの事前と４か月後の合計値の平均値で比べてみる。事前と４か月後の成分ごと

の合計値の平均値を表したのが表２である。 

 

 

 

表２から、成分１「一日にのむ牛乳の量と学校給食の量の関係」は事前に比べて４か月

後は尺度の合計の平均が有意に小さい。このことから、事前に比べてこれらの指導を行っ

たことによってより多くの子供が一日の牛乳の量は給食で飲む量との関係を捉えているこ

とが想定できる。 

 また、成分２「給食や生活と牛乳の量や成分との関係」は事前に比べて４か月後は尺度

の合計の平均が有意に小さい。このことから、事前に比べてこれらの指導を行ったことに

よってより多くの子供が学校給食や生活で牛乳を飲むことやその牛乳の成分と関係を捉え

ていることが想定できる。 

 そこで、事前と４か月後の２つの成分を構成する各設問毎の尺度値の平均値で比べる。

事前と４か月後の設問項目毎の平均値を表したのが表３である。 

 表３から、事前と４か月で有意な差を示した項目が以下の２つの項目であった。「１日の

のむ牛乳の量は、学校の給食の量では不十分である。」という項目と「今のむ牛乳は、大人

になってから、骨を丈夫にすることに役立っている。」である。 

※黄色のマーカーで示した成分が事前と４か月後で有意な差が見られた成分を示している。 

表２ 成分ごとの合計値の平均値 
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 それぞれの項目毎に見ていく。 

 「１日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量では不十分である。」は、学校給食で出されて

いる牛乳では、１日のカルシウム摂取量は不十分であることを理解している子供が事前に

比べて４か月後は多くなっていることが想定できる結果である。 

 

 

 また、「今のむ牛乳は、大人になってから、骨を丈夫にすることに役立っている。」は、 

子供が事前に比べて４か月後は多くなっていることが想定できる結果である。 

 こうした学校給食で牛乳を飲むことと１日のカルシウム摂取量を関係付けて考えたり、

今、牛乳をはじめとする食材から摂取しているカルシウムが大人になったときの丈夫な骨

になることに役立っていることを捉えることができるようになったと言える。事前と４か

月後で有意な差は見られなかったにしても、牛乳以外でもカルシウムがとれる食べ物を知

っている子供が４か月後にも平均値が 1.47 と多くの子供が理解していることが想定でき

る。ただし、牛乳は学校の給食以外でも飲んでいる項目に関しては、事前と 4 か月後で有

意な差が見られなかったが 4 か月後の平均値が 2.04 で事前の平均値が 1.87 であった。こ

の結果から、事前の段階でも多くの子供が学校給食以外でも牛乳を飲んでいる傾向がある

ことが想定できる。 

 

※ 黄色のマーカーで示項目が事前と４か月後で有意な差が見られた項目を示している。 

表 3 項目毎の平均値と成分ごとの合計値の平均値 
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第 4 章 成果と課題 
  

第１節 成果 

 作成したワークシートによって、第 4 学年の児童は、夏季休業中のおよそ２週間にわ

たって記録を行うことができた。このことから、ワークシート記載に求めていたことは、

小学校第 4 学年の児童にとっては可能なことがわかった。 

 また、子供がワークシートを記録するだけでなく、保護者や教員を対象とした研修会を

行うことによって、7 月に行ったワークシートの取り組みの前に調査を行った事前と、保

護者や教員対象の研修会を行ってから 4 か月後の翌年の 3 月に調査を行った 4 か月後を

比較検討することから以下のような成果が得られたと言える。  

ワークシートによる記録を子供が行ったり教員や保護者への研修等を行うことによっ

て牛乳をはじめとするカルシウムが比較的取れる食品を取ることは、将来の自分の骨を丈

夫にすることに繋がるということを理解している子供が増加した傾向が見られた。また、

学校給食で出る牛乳の量では、一日に摂取するカルシウムの量が不足していることを捉え

ている子供が増加したことも成果と言える。また、「1 日にのむ牛乳の量と学校の給食で

出される牛乳の量との関係」と「給食や生活と牛乳を飲む量や牛乳の成分と骨との関係」

を捉えた子供が増加したことが子供のワークシート記録や教員や保護者への継続的な働き

かけの効果であることが想定できる。 

ただし、学校の給食以外の場での牛乳を飲んだり、牛乳をはじめとするカルシウムが

比較的摂取しやすい食品を摂取しようとしたりする姿勢に関しては事前と４か月後では有

意な差が見られなかった。このことは、事前が７月であり、４か月後が３月であったこと

も季節による牛乳を飲む頻度の違いとして出てきていることも想定できる。また、事前も

４か月後平均値が 2.5 以下であり、半数以上の子供が学校以外の場所でも牛乳を飲んでい

る傾向が見られた。また、家庭の冷蔵庫にいつも牛乳が置いていあると反応した子供が事

前の段階でも多くおり、家庭的にも牛乳を飲める環境が整っていることが想定できる。 

  

 

第２節 課題と今後 

 学校の給食時間での取り組みだけでなく家庭や学校全体での取り組みの変化を促す取り

組みを行った結果、多くの家庭で牛乳を冷蔵庫に入れる必要性を感じていることが想定で

きた。ただし、個々の子供を観察すると、学校の給食の牛乳を残す傾向の子供が複数おり、
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今後の課題でもある。今回の調査結果を個々の子供の変化として見ていく必要もある。ま

た、ワークシート記載の機会を夏季休業の前半と冬季休業中の 2 回を設定するなどの機会

をつくり、子供が自らの食べている物の食材に目が向くような機会をつくっていくことも

必要でないかと考える。 

 さらに、学年をかえた際の効果なども検討する必要がある。そこで、今回の報告書には

記載せず資料４として掲載した小中学生の記録も検討する必要がある。 
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資料 
資料１ 10 個の設問項目の関係を分析していった手続きの結果 

１ 正規分布の検討 

開発した設問項目を小学校第４学年の子供に反応させた結果に対する設問項目毎の平

均値、標準偏差、並びに各設問項目毎に天井効果や床効果を検討するために平均値と標準

偏差を加えた値とその差並びに、資料２の度数分布のヒストグラムに基づき、正規分布と

みなせるかを判断した結果を表 資料-1 に示す。 

この表資料-1 から、平均値と標準偏差の差で低い値となった設問項目並びに正規分布と

みなすことができなかった設問項目 1、設問項目 3、並びに設問項目 9 と 10 を設問項目か

ら外して以下の手続きは残った以下の６項目で進めることにした。それらの項目は、設問

項目２「牛乳は学校の給食以外でものんでいる。」、設問項目 4「今のむ牛乳は大人になっ

てから、骨を丈夫にすることに役立っている。」、設問項目 5「牛乳を飲むと給食が食べや 

  

 
※正規分布とみなせるの項目の〇と✕印は以下を示す。〇：正規分布とおおむねみなせる、✕：

正規分布とみなせない 

 

すくなる。」、設問項目７「1 日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1 人 1 本）で十分で

ある。」、設問項目 8「１日にのむ牛乳の量は、学校の給食の量（1 人 1 本）では不十分で

ある。」、設問項目９「牛乳以外でも、カルシウムがとれる食べ物を知っている。」である。 

 

2 抽出された６つの設問項目の相関関係の検討 

 残った６個の設問項目の相関行列を示したのが表 資料-2 である。この表 資料-2 か

ら、以下の設問項目間で相関が高いことがわかる。設問項目２「牛乳は学校の給食以外で

ものんでいる。」と設問項目 5「牛乳を飲むと給食が食べやすくなる。」が高い。また、設

１　学校の給食
で出される牛乳
は残さずにの
んでいる。

２　牛乳は学校
の給食以外で
ものんでいる

３　牛乳をのむ
と骨（ほね）を
強くするのに役
立つ。

４　今のむ牛乳
は、大人になっ
てから、骨を丈
夫にすることに
役立っている。

５　牛乳を飲む
と給食が食べ
やすくなる。

６　1日にのむ
牛乳の量は、
学校の給食の
量（1人1本）で
十分である。

７　１日にのむ
牛乳の量は、
学校の給食の
量（1人1本）で
は不十分であ
る。

８　牛乳以外で
も、カルシウム
がとれる食べ
物を知ってい
る。

９　牛乳をはじ
めとするカルシ
ウムをとれるも
のを食べるよう
に心がけてい
る。

10　自宅の冷
蔵庫を開けると
いつも牛乳が
入っている

有効 146 146 146 146 146 146 146 146 146 146
欠損値 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14

1.67 2.38 1.36 1.55 2.58 2.29 3.32 2.10 2.33 1.55
1.204 1.581 0.630 0.823 1.457 1.345 1.383 1.230 1.271 1.058
2.88 3.96 1.99 2.37 4.03 3.64 4.70 3.33 3.60 2.61
0.47 0.80 0.73 0.73 1.12 0.95 1.93 0.87 1.06 0.49

✕ △ ✕ △ △ △ 〇 △ 〇 ✕

標準偏差

平均＋標準偏差

平均－標準偏差

正規分布

度数

平均値

表 資料-１設問項目毎の記述統計並びに正規分とみなせるかの検討結果 
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問項目６逆転「１日にのむ牛乳の量は、学校の給食では十分である。」と設問項目 7「１日

にのむ牛乳の量は、学校の給食では不十分である。」が高い。 

 

 

 

3 主成分分析による設項目の成分検討 

 ６つの設問項目の成分を見るために、６つの設問項目を用いて、主成分分析を行った結

果が表 資料-3 である。 

 

6 

 

表 資料-2 ６つの設問項目の相関行列 
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資料-３より、６つの設問項目は２つの成分に分かれた資料-2 の結果から相関が高か

った設問項目 5，2，4，8 が成分１に、他の設問項目６の反転，７が成分２に分かれた。 

 

4 信頼係数の検討 

 ６つの設問項目全体並びに設問項目の２つの成分ごとの信頼係数αの値を示したのが表

資料-4 である。 

 

 

 表 資料-4 の結果から、信頼性は 0.563 から 0.62 の範囲である。したがって、これら

の係数値の範囲から設問項目全体及び各主成分について信頼性があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 資料-4 ６つの設問項目の信頼系数α 
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資料 2 度数 ヒストグラム 
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21 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

22 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

23 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

24 
 

資料３ 活用したワークシート 
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資料４ I 県 公立小中一貫校での取り組み結果の一部 

I 県公立小中一貫校において、小学校第４学年と中学校第２学年の子供を対象にワーク

シートの記録作成を行った。ワークシート取り組み前後及び３か月後の 2023 年度開発の

調査項目に反応させた。その結果を以下に示す。 

小学校 4 年生と中学校 2 年生では、牛乳飲料と飲むことと給食に関する成分で事前と三

か月後で有意な主効果が見らえた。 

表 資料-１ 小学校第４学年と中学校２年（第７学年）の３つの調査時期での結果  

 

 

 

図 資料１ 小学校第４学年の記録  

平方和 自由度 平均平方 F 値 有意確率

グループ間 9.414 2 4.707 0.925 0.398

グループ内 1241.485 244 5.088

合計 1250.899 246

グループ間 47.509 2 23.754 3.739 0.025

グループ内 1366.092 215 6.354

合計 1413.601 217

グループ間 1.609 2 0.805 0.099 0.906

グループ内 1779.386 219 8.125

合計 1780.995 221

グループ間 4.805 2 2.402 1.548 0.215

グループ内 378.628 244 1.552

合計 383.433 246

グループ間 0.960 2 0.480 0.230 0.795

グループ内 510.052 244 2.090

合計 511.012 246

１１　家の冷
蔵庫には牛乳
が入ってい
る

分散分析

給食や生活と
牛乳を飲む_成
分１

牛乳を飲む料
と給食_成分2

生活と牛乳を
飲むこと_成分
3

１２　食事は
好ききらいな
く食べてい
る。
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図 資料２ 中学校第２学年の記録   資料１と同じ横長でワークシートはできている 
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